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■検索用分類 　

働き方改革 着工前 事業主

人材活用 杭工事 設計・設計監理

コミュニケーション 躯体工事（RC） 行政機関

生産性向上 躯体工事(S) 協力会社

魅力発信 内装工事 近隣

環境整備 外装工事 エンドユーザー

品質向上 電気・設備工事 会社

安全管理 外構工事 上司

コスト削減 仮設工事 部下

工程管理 その他
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作 業 所 長 ソ フ ト マ ネ ジ メ ン ト 好 事 例
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社会課題があって、会社の目指す姿があり、それに向けて部門（作業所）がどうある
べきかを方針書として明確に示し、ロードマップも示してベクトルを統一する。

特　徴
・

効　果
・

メリット

〔特徴〕
・仕事を通じて社会に役に立っているという認識が大切であり、仕事の意
義や取組む方向性はリーダーが打ち出す義務がある。それを方針書とし
て明確に表明する。スタッフの行動も全てこの方針に従って進めていき、
定期的に方針に対してどうであったかを確認し共有していくことを継続さ
せる。

〔効果〕
・リーダーとしてのぶれない信念が明確となり、スタッフに浸透することで
目標達成が早まる。
・方針書に沿って進む方向性（ベクトル）が統一される。

〔メリット〕
・やる気につながっていく。

工事段階 ステークホルダー

適用条件 特になし

メーカー等 特になし

備　考 特になし

育成力・評価力

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの構成要素 着眼点
ゴール設定力

戦略・戦術策定力

課題解決力・応用力

情報収集・整理・分析力

論理的思考力

リーダーシップ

コミュニケーション力

人的ネットワーク

人間的魅力

部門方針・所長方針を明確に提示


